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1 は じ め に

ソラマメの春播栽培は,本畑における生育期間がおよそ

90日 と短かいため,初期生育量を確保することが安定収量

を確保するうえでの重要なポイントとされている。

本報では,マルチの有,無及び資材の違いが生育,収量 ′

にどのような影響を及ぼすかについて検討した。

2試 験 方 法

供試品種として,打越 1寸を用い,7 5cul径 の黒ポリボッ

トに1990年並びに1991年の3月 12日 に播種した。

育苗法は,フ ァイロンハウス内の電熱育苗とし,出芽揃

いまで20℃ (=2℃)に加温し,以降は無加温パイプハウ

ス (99nf)に移 し,定植まで管理した。定植は, 2カ 年と

も4月 10日 に行った。

栽植密度はマルチ区で畝幅110cI,株間30m(3,030株 /
10a),無 マルチ区では畝幅80col,株間30m14,160彩 /10D

とした。

ただし,1990年は,土寄せ時までのマ′レチ効果を確認 し

たため,マ ルチ,無マルチ区とも同一の栽植密度 (畝幅80

m,株間30cll.4,166株/10a)で行った。

施肥は緩効性肥料 (被覆尿素肥料70ロ タイプ)を 10a当

たりN,P,06,K20各 12kg全量基肥として施用 した。 上

壌改良資材は10a当 たり堆肥 2t,苦土石灰1001g,よ うり

ん60「gと した。

試験方法は,表 1に示すとおりである。

無マルチを対照とし,1990年は銀黒,黒,透明の 3種類

を供試 した。 5月 中旬の透llFマ ルチ除去時に他の 2資材も

除去し,土寄せを行った。1991年 は,前年の結果を踏まえ
,

銀,透明の 2種類を用いた。透明マルチは5月 中旬に除去

表 1 試験区の構成 (1990～ 1991年 )

資材

区分

1990年 1991年 マルチ除去時期

銀黒マルチ ffi< )v+ 平成 2年 は各マルチと

も上寄せ時に除去

平成 3年は透明マルチ

のみ上寄せ時除去

黒マルチ

透明 ″
透明 ″

無マルチ
(対照)

無マルチ
(対照 )

し:11寄せを行ったが,銀マルチは生育全期間の被覆とした。

3 試験結果及び考察

資材別マルチ内地温の推移を表2に 示した。

定植後の初期生育は地温が高く推移する透明マルチが優

れ,分枝の伸長も早い傾向にあった。

表2 マルチ内地温の推移 (5 cG下 )

△ ―銀黒マルチ

○―黒マルチ

× 一 透明マルチ

AM 10:∞  AM9:∞

土寄せ時以降の生育状況を表 3に示 した。

土寄せ時の草丈は,区間差がほとんどなく,茎数は銀黒
,

透明マルチがやや多かった。開花期では,草丈,茎数,着

花節位ともに銀黒,透明マルチ区が勝り,収穫期に至って

もこの傾向は変らなかった。無マルチ区は,開花期頃から

生育の劣りが目立った。

開花は,マ ルチ区が無マルチ区に比べ 1～ 2日 早まった。

収穫は,マ ルチ区が無マルチ区より]日 早い 6月 27日 に

始まった。

10株当たりの薬数,奏重を表 4に示した。

マルチ区と無マルチ区を比較すると,透明マルチがやや

着葵数が少ないものの,銀黒,黒マルチでは着奏数が多く,

葵重では,各マルチ区で増収した。(1990年 )

a当たり収量は,着奏数,上物率が優れた銀黒マルチ>
透明マルチ>黒マルチ>無マルチの順であった。
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表3 生育期における生育状況 (1990年 )

*最下着葵節位は最長茎のものとした。

表4 収量調査 (1990～ 1991年 )

1991年

分区
a当 たり

銀 黒 マ ル チ

黒 マ ル チ

銀 マ ル チ

透 明 マ ル チ

対照無マルチ

77

76

74

表 5 収量構成 (1990年 )

区  分

■寄せ時 開 花 期
開花期

(月・日)

収 穫 期
収穫期間
(月・日)

始～終
草丈
(m)

茎数
(本 )

較
ω

動
④

花
位
⑪ 稀

茎数
(本 )

初
轍
カ

最下着
奏節位

銀 黒 マ ル チ

黒 マ ル チ

透 明 マ ル チ

対照無マルチ

29

29

29

30

67
60
66
56

58

53

58

47

72
66
68
57

65
82
71

78

529

530

529

531

91

88

90

81

73
78
71
66

61
58
61
52

62
61
55
56

627～ 716

628-7 16

*[物率～ 2粒薬以 L

区  分
1葵粒数別薬重割合 (%) 平均 1薬重 (g) むき実

重歩合 収穫型
1粒 2粒 3粒 4粒 1粒 2粒 3粒 4粒

銀 黒 マ ル チ

黒 マ ル チ

透 明 マ ル チ

対 照無 マ ル チ

42

45

42

47

31

27

28

21

7

6

14

3

178

162

232

15 8

24 5

258

259

222

34 1

326

43 1

275

484

418

425

505

24

25

23

26

ヽ

ヽ

ヽ

/｀―、

*む き実重歩合=む き実重×100

爽  重

1991年 は,マ ルチ区が無マルチ区に比べ着葵数が多 く,

充実した美が得られ増収した。 しかし,生育全期間を被覆

した銀マルチでは,透明マルチに比べ収量的にやや勝 った

ものの,生育後期の長雨で地温抑制効果が十分発揮されな

かった。

収量構成を表 5に示した。

1薬粒数別葵重割合は,無マルチ区で 1粒葵の発生割合

が29%と 多かったのに対し,マ ルチ区は16～ 22%と 低かっ

た。平均 1葵重はマルチ区で重 く,と くに透明マルチで充

実した奏が得られた。

4 ま と め

ソラマメの春播栽培では,一般に透明マルチフィルムが

用いられているが,本報では,マ ルチを行うことで生育量

が確保され,有効茎数が増え,株当たり着葵数 , 1葵重が

高まることから増収効果のあることが再確認された。

マルチフィルム別では,生育全期間被覆が可能で,ア プ

ラムンの忌避効果のある銀,銀黒マルチが透明マルチより

増収することがわかった。このことにより,土寄せ作業が

不要となり省力化ができる。
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